
令和６年度 「秋田型教育留学推進事業」 

『短期チャレンジ留学Ⅱ』実施要項 

１ 趣  旨  県外の児童生徒に、授業体験や自然体験活動等を通して、秋田の教育環境のよさ

を体験してもらい、県内への移住・定住につなげる。 

２ 主  催  北秋田市教育委員会 

３ 共  催  秋田県教育委員会 

４ 期  間  令和６年１２月２６日（木）～２９日（日） 

５ 場  所  合川学童研修センター、阿仁川あゆっこ温泉、森吉山阿仁スキー場 ほか 

６ 対  象  秋田県外の小学５年生～中学３年生及び義務教育学校５年生～９年生 

７ 募集人数  １５名程度 

８ 参加費用  ３６，０００円（３泊４日の食費、宿泊費、体験活動費、保険料含む） 

９ 交 通 費  参加費用とは別に負担していただきます。秋田新幹線特急券及び秋田内陸線乗車

券はこちらで手配しますが、参加者の最寄り駅と JR 角館駅間の往復の乗車券は参

加者で購入して下さい。 

 【参考】 

◇ 新幹線特急券の交通費の目安（主催者が手配） 

児童（小学生）往復（JR 東京駅発着）  ８，３９０円 ※こども料金 

         生徒（中学生）往復（JR 東京駅発着） １５，８７０円 

◇ 東京駅から JR 角館駅間の往復の乗車券の目安（参加者が手配） 

児童（小学生）往復（JR 東京駅発着）  ９，４６０円 ※こども料金 

         生徒（中学生）往復（JR 東京駅発着） １５，１３０円 ※学割適用の場合 

         上記交通費については参加者確定後、個別にお知らせいたします。 

 

10 活動内容  １日目 １２月２６日（木） 

          ・出会いと景色を楽しもう！内陸線の旅Ⅰ（貸切列車予定） 

          ・開講式 

          ・秋田の郷土料理にチャレンジ！！ 

        ２日目 １２月２７日（金） 

          ・北秋田市の魅力を発見！授業体験 

          ・雪原でスノモそり（スノーモービルそり）＆かまくら作り体験 

        ３日目 １２月２８日（土） 

          ・白銀の世界でスキー体験 

          ・閉講式（四季美館） 

          ・温泉体験 

        ４日目 １２月２９日（日） 

          ・米内沢駅から秋田内陸線の旅Ⅱ（貸切列車予定） 

          ・JR 角館駅から秋田新幹線 

 

※参加人数や自然条件によって体験活動を変更する場合がございます。 



11 参加条件  行き帰りの JR東京駅の集合解散場所または秋田新幹線停車駅（大宮・仙台・盛岡） 

新幹線ホームに、保護者若しくは責任者が送迎できる方。※児童生徒だけでの現地集 

合は不可としますので必ず保護者等が対面で職員へ引き渡すようお願いします。 

 

12 申込方法 北秋田市ホームページの申し込みフォームからお申し込み下さい。 

 

13 申込期間 令和６年１１月１日（金）～７日（金） 

 ※定員になり次第受付終了といたします締め切らせていただきます。 

抽選結果は期日より 1週間以内にメールにてお知らせします。 

 ※期日までに定員に満たない場合は申込期間を延長する場合があります。 

 

14 そ の 他 

（1）初日および最終日の旅程 

  １２月２６日（木） 

          ７時３２分 JR 東京駅発      ※秋田新幹線こまち５号 

         １０時３９分 JR 角館駅着 

         １１時０５分 秋田内陸線角館駅発  ※急行もりよし２号 

         １２時５２分 秋田内陸線合川駅着  ※北秋田市バス 

         １３時１０分 合川学童研修センター着 

 

   １２月２９日（日） 

          ８時３９分 秋田内陸線米内沢駅発 

          ９時１０分 秋田内陸線阿仁合駅着 

          ９時１５分 秋田内陸線阿仁合駅発 ※急行もりよし１号 

１０時２７分 秋田内陸線角館駅着 

１０時５４分 JR 角館駅発      ※秋田新幹線こまち１８号 

１４時０４分 JR 東京駅着 

１４時１５分 解散 

 

（2）参加者確定後、集合場所や参加費、交通費の支払い等についての連絡事項を郵送します。 

（3）活動中の写真を北秋田市広報等で活用させていただく場合があります。 

（4）申し込みを受け付けた後であっても、期間中に天候悪化が予想される場合等は短期留学事業を

中止する場合があることをあらかじめご了承願います。その際、キャンセル料が発生する場合

は参加者に御負担いただきます。 

 


